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日本から束に５０００キロ、太平洋幟争の敞戦地ミッドウェイ環礁は、世界最大の
コアホウドリの繁殖地です。洋上の海鳥の交差点と呼ばれるこの環礁は、同時
に太平洋ゴミベルト地帯の中心点でもあります。海流の関係で、日本などアジ
アを中心とする環太平洋地域からプラスチックゴミが大量に流れつきます。そ
のゴミが、野生生物にどんな影響を与えているのか。特集をご覧下さい。

写真提供＝村松秀・ＮＨＫ科学・環境番組部ディレクター
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村松秀一特集／洋上の交差点ミッドウェイ・海鳥の悲劇、野生動物の宝庫を襲うプラスチックゴミ
小島あずさ・特集／海は街のゴミ箱か？国際海岸クリーンアップ活動からみえるプラスチックの脅威
川名英之・化学物質を特定せす被害を認定、杉並病で公調委が画期的な原因裁定
田坂興亜・発起人から一言「アジア学院校長に就任して」
「カネミ油症被害者支援センター」が発足
滝瀬香織・ストックホルム条約第６回政府間交渉参加報告
土壌汚染対策法案に対する環境ＮＧＯ共同声明

化学物質過敏症特集（下）は、記事が多いため次号に掲載します。
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ｌ必交差点ミッドウェイ・海鳥の悲劇
～野生動物の宝庫を襲うプラスチックゴミ

鸚難趣無盛大｜ノ……っこｌｊｓ・４ふ・
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北太平洋に浮かぶミッドウェイ環礁（右）
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・ 悲 劇 の 舞 台 は 北 太 平 洋 上 の 鳥 の 島

環境問題の本質の一つが、「原因者と被害者との

途方もない距離感」にあるのだとすれば、北太平洋

に浮かぶ極小の島・ミッドウェイで起きている悲劇

は、まさにその本質を明確に顕在化させる忌々しき

事 例 で あ る。

ミッドウェイは、太平洋戦争での激戦の地として

その名を歴史に刻んだ環礁である。ハワイから北西

におよそ２千キロ、ちょうど北太平洋のど真ん中に

位置し、サンゴ礁が形作ったおにぎり型の環礁の南

側に、小さな島が３っある。最大の島でも周囲７～

８キロしかない、太平洋上ではまさに点のようなこ

の場所に、不思議なことに、なんと８０万羽ものコア

ホウドリが集まって来る。実は、ミッドウェイは世

界のコアホウドリの７割もが集う、地球最大の繁殖

地なのだ。そして、このコアホウドリこそが、今回

これからお話する悲劇の主人公なのである。

私は、テレビディレクターとしてこの１０年近く、

環境ホルモンを中心に環境問題を取材し続け、ＮＨ

Ｋスペシャルなど数多くの番組で問題を占・発してき

た。その過程でたまたまミッドウェイの問題を知り、

以来いっか番組化したいと考えていたところ、昨年

始まったＮＨＫの自然番組「地球！ふしぎ大自然」

（毎週月曜日夜８時～ＮＨＫ総合にて放送）の立ち
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上 げに関わることになり、その番組の撮影取材で昨

年の冬と夏の２回、ミッドウェイ環礁に入る機会を

得 る こ と が で き た 。 取 材 は の べ ２ ヶ 月 半 に わ た り、

「地球！ふしぎ大自然スペシャル」として２００１年９

月に７３分の特集の形で放送するに至った。

ミッドウェイは第２次大戦後、長らくアメリカ海

軍の基地として使われてきたが、近年になって軍が

撤退。現在ではその豊かな自然を守るべく、アメリ

カの国立自然保護区として新たな歴史の一歩を踏み

出している。最大の島・サンド島には今も人が住ん

でいて、保護区の活動などに当たっている。観光客

も、１Ｌ」１００人までという限定のもと１９９６年より受

け入れを開始。貴重な野生生物との触れ合ぃの機会

が設けられた。海ではハワイハシナガイルカやアオ

ウミガメが気ままに泳ぎ、ビーチでは絶滅の危機に

あるハワイモンクアザラシがのんびり昼寝をし、そ

して空をグンカンドリやカツオドリ、アジサシなど

数多くの海鳥が乱舞する。。まさに野生。の宝庫。中で

も主役は、８０万羽のコアホウドリだ。

昨年２月。ホノルルから週に一度の定期便フライ

トに乗ること３時間。初めて降り立ったミッドウェ

イは、まきに「鳥の陥」たった。道路以外の地面と

いう地面を、繁殖のために集まったコアホウドリが

埋め尽し、がーがーという嶋き声を競うように発し
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８０万羽のコアホウドリが集まる

河 ，

ている。アホウドリの仲間のこの海鳥は、コ・アホ

ウドリ、と言っても海鳥の中で最大級の大きさ。成

鳥なら高さは７０センチほど、羽根を広げると２メー

トルにも達する。白い胴に黒い羽根、黄色のくちば

しとグレーのアイシャドウが目印だ。小さな島に無

数のコアホウドリが集う様は、言うならば「北太平

洋の海鳥の交差点」といった態である。

・ プ ラ ス チ ッ ク を 吐 き 出 す ヒ ナ

折しも島は、コアホウドリのヒナが産まれたばか

り。地面の上に簡単に丸くしつらえた巣にたった一

つだけ産みつけた卵が１～２月に続々と孵り、両親

は懸命の子育ての真っ最中である。片方の親は巣に

残り、熱や雨に弱いヒナを守り通す。もう一方の親

は海へ出て行き、エサとなるイカや小魚を採って来

る。巣に戻ると、それまで居残っていた親と交代し

て、お腹にためこんだエサを少しずつヒナに与える

のだ。親が大きく口を広げ、そこにヒナが小さいく

ちばしを突っ込んで親の喉の奥を刺激すると、親は

吐き戻すような格好でドロドロになったエサを胃か

ら出し、消化力の弱いヒナにそのまま丸飲みさせる

の で あ る 。 自 力 で エ サ を 採 れ な い ヒ ナ に と って は、

親からのエサが唯一の生き延びる術である。ヒナの

生死をかけたこうした親のエサやりは、ヒナが巣立

つ７月まで続く。しかしながら、親がエサを吐き出

して直接ヒナに与えるというこの行為の特性が、全

く思いがけない事態を引き起こすのである。

それを目の当たりにしたのは、ミッドウェイを再

訪した６月だった。私たちは衝撃の現場をカメラに

収めることになる。成長して巣立ちを目前に控えた
コアホウドリのヒナたちの中に、なぜかわめき散ら

し な が ら も が き 苦 し む 一 羽 を 見 つ け た 。 こ の ヒ ナ、

親（右）から餌をねだるヒナ（左）

何かを必死に吐き出そうとしている。そしてやっと

の思いで口から外へ出した物体。それは赤い色をし

たプラスチックのキャップと、オレンジ色の漁業用

の 浮 き だ っ た の だ。

プラスチックという異物を吐き出すコアホウドリ

のヒナ。このあまりにも惨い光景を、その後私たち

は 何 度 も 目 撃 す る 。 だ が 、 そ れ だ け で は な か っ た。

さらに衝撃的なシーンをカメラが捉える。

これまで何度となく見てきた、親のヒナヘのエサ

やり。ところが、その時、親が胃から戻してヒナの

口に運んだものを、ヒナはうまく収めることができ

ず に ポ ロ リ と 地 面 に 落 と して し ま う 。 驚 い た の は、

落ちたものが、オレンジ色のプラスチックの小さな

ボール だ っ た か らで あ る。

そう、コアホウドリの親は、ヒナにプラスチック

そのものをエサ代わりに与えていたのだった。ヒナ

はそうとは知らずに、唯一の生きる術だと思いこん

で、 プ ラス チ ッ ク を そ の ま ま 丸 呑 み に す る 。 挙 句、

苦しくなって必死に吐き出そうとするのだ。

実は、ミッドウェイの地面の上をよく見ると、無

数 の プ ラス チ ッ ク ゴ ミ が 落 ち て い る こ と に 気 付 く。

百 円 ラ イタ ー 、 キ ャ ップ、 お も ち や 、 洗 濯 バ サ ミ、

ミニボール、何らかの製品のかけら、さらには歯ブ

ラシ、挙句の果てには注射器まで……。数歩歩けば

必ずと言っていいほどプラスチックゴミに当たるの

である。これらはすべて、親がエサやりのときにこ

ぽしたもの、あるいはヒナが苦しくなって吐き出し

た も の の いず れ かで あ る。

では、親鳥はいったいなぜ、プラスチックをエサ

と間違えてヒナに与えようとするのだろうか？その

カギは、彼らのエサの採取行動にある。親鳥はヒナ

にやるエサを集めに海へと向かう。洋上で親は、海
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面 に 浮 か び 上 が って き た イ カ や 小 魚 を 見 つ け て は、

急降下してそれらをついばむ。その時、間違えて海

面を漂うプラスチックゴミを飲み込んでしまうので

ある。そして親は、やっと捕まえた貴重なエサのつ

もりで、ヒナにプラスチックを知らず知らず与えて

し ま う の だ。

・ 太 平 洋 ゴ ミ ベ ル ト 地 帯 の 悲 劇

「太平洋ゴミベルト地帯」の存在をご存知だろう

か。北太平洋上でゴミを浮かべるとどう動いていく

のか、東海大学海洋学部・久保田雅久教授のグルー

プがシミュレーションを行っている。驚いたことに、

ゴミは数年のうちに、北太平洋やや南の細長い決ま

った海域に集まるのである。ミッドウェイは、この

「 太 平 洋 ゴ ミ ペ ル ト 地 帯 」 の ど 真 ん 巾 に 位 置 す る。

実際、島に落ちているゴミを見ると、英語で書かれ

たゴミ以上に、ハングル、中国漢字、そして日本語

が目に付く。多くは我々の国・日本を含むアジアか

ら流れて来ているのである。こうしてゴミベルト地

帯に集まって来るゴミを、コアホウドリはエサと間

違 えて 採 って い た の だ。

プラスチックを吐き戻すことの出来たヒナはまだ

ましである。ただでさえ過酷な生育条件の中で体力

が残っていなければ、また、胃に入ったのがヒナに

とっては到底戻すことの出来ない大きなプラスチッ

クであれば、ヒナは飲み込ん
一一一

だ プ ラ ス チ ッ ク を そ の ま ま 胃 ｙ な

に 蓄 え る こ と に な る 。 当 然 の 呻

ことながら、エサは消化され

るが、プラスチックは消化さ

れない。胃袋にはプラスチッ

クがどんどん蓄積されていく。

島で生を受けたヒナを調べる

と、そのほぼすべてが胃にプ

であることを認識させる。そして、骨と一体化する

ようにそこに存在するのは、色とりどりのプラスチ

ックの塊だった。言葉が出ない。胃にたまったプラ

スチックのせいでヒナは栄養不足になりそのまま死

んだか、吐き戻そうとした時に消化管の壁を傷つけ

たか。いずれにせよ、ヒナは死に、それと引き換え

に、いつまでも朽ち果てることなくそこにあり続け

る、プラスチック。皮肉な形で、ヒナの生の証拠が

刻印される。無人島でゴミを回収することがなけれ

ば、誰の目にも触れず永遠にこの大地に存在し続け

るのだろう。ここにはもはや、死んだものはその体

を壊して再び土へと還っていく自然の摂理は存在し

な い の だ。

北太平洋の孤島でひそやかに起こっているこの事

態。人間の文明活動とは無縁の、野生生物の宝庫で、

なぜこんなことが。いったい地球はどうなってしま

っているんだろう、と思わずにはいられない。洋上

の海鳥の交差点・ミッドウェイは、プラスチックゴ

ミの交差点、そしてゴミと海鳥の悲しい出会いの交

差 点 で も あ っ た の だ。

「
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無人島に渡る。その灼熱の

人地の上で、果てたヒナの遺

体を目撃した。恐らくは死ん

でからもう数ケ月は経つのだ

ろう。肉はほとんど消え、残

された白い骨がわずかにヒナ
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・ 悲 劇 と 原 因 と の 距 離

実は、ゴミの被害はコアホウドリだけにとどまら

ない。絶滅の危機に瀕するハワイモンクアザラシや

アオウミガメ、それにイルカなどが、島に流れ着く
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ボランティアが回収したゴミ

ヤｊ

ら：

し夥
が ・

漁網やプラスチックの輪などに絡まったり誤飲した

りして死ぬケースすら出ている。

私たちが何気なく捨てたゴミが、こんな遠い海の

向こうの孤島で大きな被害をもたらしている。何と
いう距離感なのだろう。原因と被害の、圧倒的な距

離感。時間的にも、空間的にも、私たちの意識の持

ちようにも、圧倒的な隔たりがあることを、点のよ

うなこの島で強烈に思い知らされる。

今回は紙面の都合で詳しくは触れないが、なんと

環境ホルモン汚染も、ミッドウェイのアホウドリ類

で 深 刻 化 して い る 。 Ｐ Ｃ Ｂ な ど が 、 驚 い た こ と に、

汚染がひどいとされる五大湖と同程度の濃度で検出

されるのだ。原因者にとっては全く思いもよらない

ことであろう。環境問題が内包する途方もない距離

感が、こうした太平洋の孤島で顕在化するのは象徴

的 で あ る。

ミッドウェイでは野生生物への被害を少しでも減

らそうと、ボランティアの協力を得て定期的に漂着

ゴミの回収を行ってきた。その量は、回収出来たも

のだけでも、年間１０トン以上にものぽる。しかし、

こうしてゴミをなんとか集めても、数千キロもの遠

くでそれを流す人たちがぃなくならないかぎり、作

業も永遠に続くことになってしまう。一方的に押し

寄せ問題を引き起こす漂着ゴミの存在。これをなく

すには、結局は意識せぬまま汚染の原因者となって
いる人々の意識そのものを変えていくしかない。

実はこれが、近年ミッドウェイが観光客を限定で

受け入れるようになった背景の一つである。観光客

は自然保護区のガイダンスを受けることが義務付け

られ、ゴミの現状やその被害の実態も学んでもらう。

また、保護区のガイドが島を回りながら、豊かな自

然と被害の現実を紹介し、観光客にきめ細かい指導

もしていく。たとえば、アザラシやウミガメなどの

貴重な生き物には３１メートル以内に近づかない、鳥

に は エ サ を 与 え な い 、 と い っ た ル ー ル を 徹 底 さ せ、

自然とどう付き合ったらいいのかを、観光客に実際

に考えてもらうのである。コアホウドリの生育を邪

魔する雑草を採ったり、ビーチのゴミを回収したり、

と い っ た ボ ラ ン テ ィア 活 動 に も 積 極 的 に 参 加 を 促

す。問題の現実を知ってもらい、さらに自然との接

し 方 を 学 んで も ら い 、 意 識 を 変 えて も ら う こ と が、

ミッドウェイ、そして地球全体を守ることにつなが

るいちばんの近道だ。島ではそう考えて、あえて観

光客を受け入れ、エコツアーを通して環境教育を施

して き た の で あ る。
ゴ ミ の 交 差 点 を 、 人 間 と 環 境 問 題 と の 交 差 点 へ。

ところが、今年２月、観光事業を請け負っていた会

社と保護区の側で仲違いが起き、観光客の受け入れ

が中止されてしまった。ある意味で自然を守り過ぎ

ようとする保護区側に、観光への理解が足りなかっ

たことが原因のようだ。しかし、結果的にこのこと

によって、島に容赦なく押し寄せる漂着ゴミは放置

されたままになり、また環境教育の場も閉ざされた。

元々人間が持ち込んだ外来の雑草が生い茂れば、砂

地 を 好 む コ ア ホ ウ ド リ の 生 育 に も 重 大 な 影 響 が 及

ぶ。野生の宝庫ももはや人間の地球規模の活動の一

部に採り込まれているのである。そして、そのこと

に私たちが思いを寄せない限り、貴重な野生生物は

知 らず 知 らず 犠 牲 と な って い くの だ。

遠 く の 原 因 者 で あ る 私 た ち が 想 像 力 を 働 か せ て、

必死に思いを馳せること。太平洋上の交差点で起き

ている悲劇の解決、そして地球上のあらゆる環境問

題の解決は、そこにかかっているのではないか。美

しい小さな環礁・ミッドウェイはそのことを私たち

に 静 か に 語 り か け て い る。

＊ ミ ッ ド ウ ェ イ の 詳 し い 情 報 は 以 下 の Ｗ Ｅ Ｂ

http://www.皿ｒｕｌｅｊｐ／～ｍｉｄｗａｙ／が参考になります。
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海 は 街 の ゴ ミ 箱 か？ 国 際 海 岸 ク リ ーン ア
ップ活動から見えるプラスチックの脅威

海 岸 で 散 乱 ゴ ミ を 調 べ る

世界中で一斉に行う調査を兼ねたクリーンアップ

の こ とを ご 存 知 で し ょ う か？ 国 際 海 岸 ク リ ーン ア

ップといって、１９９０年からアメリカの海洋環境保護

団体が主催して行われています。

日本では私たち「ＪＥＡ匁」がコーディネーターを

務め、９月から１０月にかけて全国各地で実施されま

す。活動の内容を簡単に言うと、「世界中で、同じ

時期に同じ方法でクリーンアップしながら、その場

所の散乱ゴミの内容を調査する」というものです。

３～４人で組になって、さまざまなゴミを声にだ

して数えながら拾っていきます。世界共通のデータ

カード（調査用紙）にゴミの個斂を記録し、会場ご

とに集計したものは各国のコーディネーターがとり

まとめ、最終的にはアメリカで集約されて、海洋環

境保護のための資料として使われます。

な ぜ そ ん な 面 倒 な こ と を す る の か っ て ？

クリーンアップするだけでは、そのときはきれい

になっても時間がたてばまたどこかからゴミがやっ

てきます。現代の私たちの生活で大量に使い捨てに

さ れて い る プ ラス チ ッ ク 製 品 は 自 然 に 帰 ら な い た

め、いつまでもその場所に残りゴミとして問題であ

り 続 け ま す。

散乱ゴミの問題点は、景観を汚すことだけではあ

り ま せ ん。

プ ラ ス チ ッ ク が 野 生 生 物 を 襲 う

人間にとっては、見た目や回収の手間・費用の問

題が重視されますが、ウミガメやオットセイ、イル

カ、クジラ、海鳥などのだくさんの野生生物に絡ま

りや誤飲による深刻な被害を与えています。プラス

ｅＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．１８
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チ ックゴミは排泄も消化もされにくいため、誤飲を

繰り返すうちに消化器官がゴミで一杯になってしま

う 例 も あ り ま す。

またプラスチックのゴミは軽く、風に飛ばされた

り水に浮かんで簡単に移動します。その途中で、水

流 や 波 、 風 、 紫 外 線 な ど の 影 響 で ど ん ど ん 劣 化 し、

細 か く 砕 け て い き ま す。

そのように破片化しかゴミは、ますます拡散しま

すし、細かくなることで人目につきにくくなるため、

回収も困難です。目立たなくなるけれど分解するわ

けではありませんから、問題点が見えにくくなるの

が 困 っ た と こ ろで す。

ワ ー ス ト １ は タ バ コ の フ ィ ル タ ー

この調査では、ゴミの材質に着目しています。プ

ラスチックから複合素材まで９種類の材質別に大分

類がなされ、さらに材質ごとに品目別にカウントし

ま す。

２００１年の日本の結果では、プラスチックが５４％、

発泡スチロールの１８％をあわせると７２％が石油製品

のゴミということになります。品目別ではタバコの



フィルター（化学繊維）、プラスチック破片、発泡ス

チロール破片、飲料缶と続きます。毎年ほは同様の

傾向がでており、いかにプラスチックが大量に消費

されているかが如実に現れています。

では、これらのゴミは一体どこから来るのでしょ

うか？

海岸のゴミの６～８割は川を通じて流れ込んでき

たものであることが明らかになっています。

つまり、街の暮らしのなかで使い捨てにされ、回

収の系からそれたものが散乱ゴミとして流出し、最

後は海にたどり着く、というわけです。
ゴミたちは移動しながら破片化し、問題を拡げて

います。まるで、海が地球全体の巨大なゴミ箱でで

もあるかのように、海にはゴミが溜まり続けていま

す 。

カリフォルニアの環境ＮＧＯが北太平洋海域で、プ

ランクトンネットを用いて海洋をただよう細かいプ

ラスチックゴミの調査を行いました。

プ ラ ス チ ッ ク 片 は 、 プ ラ ン ク ト ン の ６ 倍 も

その結果、プランクトンの６倍ものプラスチック

片が計測され、海のプラスチックゴミ問題が大変深

刻なものであることを改めて浮き彫りにしています。

こ れ ら の プ ラス チ ッ ク 片 に 含 ま れて い る は ずの、

さまざまな化学物質が、誤飲した鳥や魚にどのよう

全 世 界 共 通 の デ ー タ カ ー ド （ 調 査 用 紙 ） の 一 部

な 影 響 を 与えているのか、さらにはもっと長い目で

見たときに、食物連鎖を通じてわれわれ人間にまで

及ぶだろう影響はいかなるものなのか、まだ誰も調

査 を して い ま せ ん。

目 に 見 え ぬ 汚 染 は 海 へ

目 に 見 え に く い 汚 染 の 怖 さ は 、 街 か ら 川 を 通 り、

海へと流れ出て破片化・拡散していくプラスチック

の散乱ゴミにおいてもじわじわと広がっています。

広 い 海 の 水 を 全 部 フィル タ ー に 通 して、 プ ラス チ

ック破片を取り除く、などということができるはず

もなく、もはや取り返しのつかない状況になりつつ

あ る と い え ま す。

海岸のゴミ問題を、美化の見地からではなく問い

直し、早急な調査と対策を講じることが急務である
ことは間違いありません。

ＪＥＡＮについて

ＪＡＰＡＮＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴＡＬＡＣＴＩＯＮＮＥＴＷＯＲＫ

の略。数々の環境問題にたいして、考えるだけで

はなくまず行動しよう、という全国ネットワーク。

年 ２ 回 の ク リ ーン ア ップ キ ャ ン ペ ーン を 中 心 に、

主 に 海 洋 環 境 保 全 を テ ーマ に 活 動 して い る。

○大きな項目は材質別になっています。まず、拾ったゴミの材質をみてください。
○Ｂ面にも忘れすに記入してください。＠＊印の解説はＢ面をこ覧ください。
○このデータカードは１-シャン・］ンサーパンシー（旧ＣＭＣ）の国際海岸クリーンアップ（ＩＣＣ）に連騰したもので、ＣＣの調査項目を全て含みます。

四 四 ＿

昂 ， ， 。 昂 ！ １昌 破 片 （ 大 ） 「 愈 ‘ 匙 主
破片（小；ｌｏｍ３以下）

～タ／Ｑのフダルター 食品トレイ
ｌファースみフーだ砂原

ー薔のーい£７ 祠斟・瀞で・ｊ！
差６・瀞でライター 梱包資材
シート（１❹以上） 魚箱（トロ箱）
シートや袋の破片 遼遠ヌデ£７-ルフロー／ヽ

その他具体的に
袋・パッケージ頚： ● 皿 ー

も ｜ 破片
創９

方ー子の／りケージ タイヤ
その他の袋 コンガ-ふ
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化学物質を特定せず被害を認定
杉並病で公調委が画期的な原因裁定

国民会議常任幹事・江戸川大学講師

川 名 英 之

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．１８

プラスチックなどの不燃ごみを圧縮する杉並中継

所（東京都杉並区井草）周辺住民の間に発生した健
康被害「杉並病」の問題で、国の公害等調整委員会
は６月２６日、「巾継所から排出された化学物質が原因」

として、原因の化学物質を特定できないまま化学物

質と健康被害との因果関係を認めました。
個別の原因物質を特定せずに化学物質による健康

被害を認定した裁定は初めて。性状や毒性がよく分
からないだけでなく、名称が特定できない有害化学

物質による公害が増えている中、この截定は時代の
要請に応えた先進的なものと言えるでしょう。
裁定では杉並中継所と健康被害との関連を認めた

期間を本格操業が始まった１９９Ｇ年４月から８月ごろ
までの５ヵ月間に限定、申請者１８人のうち１４人につ
いて健康被害との囚果関係を認めました。しかし同

年９月以降については「原因不明」として棄却しま
した。

住民側は「杉並中継所の排出する化学物質が原因」
とする主張が認められたことを評価する一方、発症

期間が９６年８月ごろまでと限定されたことに対し
「健康被害と杉並病の発症は今も続いている」と不満
を表明しています。関連時期の限定は中継所の操業
停止を強く求めていた住民側にとっては厳しい判断
となりました。

まず健康被害の原因について、公調委は自動車排
気ガスや残留農薬などを大気汚染の要因とすること
を否定し、次いで巾継所から排出訪れる化学物質に
ついて、排気系と換気系の二つに分けて判断してい

ま す。

排気系については「中継所排気中の化学物質は多
種多様であり、搬入されたごみの量や質によってそ
の排出状況や排出濃度に変動がみられる化学物質も

ある」とし、換気系については９６年７月末まで活性

炭フィルターが設置されていなかったことを指摘。
そのうえで「この間に健康に１じ響を及ぼす化学物質
が排出されていなかったと認めることはできない」
との判断を示しています。

欽定はさらに住民の健康被害が杉並中継所周辺に
集中的に発生したことを疫学的に調べた杉並区の健

康調査報告書（１９９９年９月）を基に「ほかに特段の
事情が認められない限り、この施設から出る化学物
質が原因と推定できる」と判断しました。

原因化学物質の特定は不可能

注目されるのは健康被害の原因である特定の化学

物質と住民の健康被害、すなわち杉並病との関係に
ついての判断です。公調委は截定の結論部分で次の

ような見解を述べ、化学物質公害の被害者救済への

強 い 期 待 を 表 明 して い る。

「本件は、特定できない化学物質が健康被害の原

因であると主張されたケースである。ところで、こ

の化学物質の数は二千数百万にも達し、その圧倒的

多数の物質については毒性をはじめとする４・か性は未

知 の 状 態 に あ る と い わ れて い る。

このような状況のもとにおいて、健康被害が特定

の化学物質によるとの主張、立証を厳格に求めると

すれば、それは不可能を強いることになるといわざ

杉並病はごみ施設の化学物質が原因
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る を得ない。本裁定は、原因物質の特定ができない

ケースにおいても因果関係を肯定することができる

場合があるとしたものであるが、今後、化学物質の

解明が進展し、これが被害の救済に繋がることを強

く期待するものである」

この判断は化学物質過敏症など原因物質の特定が

事実上、不可能なな化学物質公害被害者びＴ）救済に道

を開く両期的な判断として、申請人・弁護団が一致

して高く評価しています。今後、同種の公害問題が

起こった場合、これが司法判断のベースになること

が 期 待 さ れて い る。

９６年９月以降は健康被害との関連が不明

１９９６年９月以降の健康不調の継続や新たな杉並病

の発症については、症状によっては訓査の結果、改

善がみられること、被害届け出が減少していること、

旧環境庁（現環境省）の調査結果でも発症メカニズ

ムについての確証が乏しいこと、化学物質過敏症診

断基準がないために正確な把握ができず、化学物質

の感作性に関するデータも現状では乏しいこと、９７

年４月以降は先に触れた換気系への活性炭フィルタ
ーの設置による効果などを挙げ、「このような事実関

係からみれば、９６年９月以降の住民の健康不調につ
いては、その原因が中継所の操業によって排出され

た化学物質によるものか否か不明］であり、「住民の

健康不調と中継所との関連を肯定することは困難と

いうべきである」と結論付けました。

Ｗ 心

杉並病の公調委原因裁定に関する記
者会見でコメントする弁護団と申請
人＝６月２６日、霞が関の弁護士会館
で 筆 者 写 す。

「９６年以降は不明」と判断した理由の中で、公調

委が特に強調しているのは「アレルギー反応（免疫

反応）を引き起こす化学物質の感作性についてのデ
ータは現在では少ないことが認められる。そうする

と、現時点における科学的知見のもとでは、これら

の疾患概念などによって説明することは困難である。

したがって、その原因が中継所の操業に伴って排出

された化学物質によるものか否か不明というほかな

い 」 と い う 点 で す。

しかし実際に発症していないのでしょうか。９６年

９月以降の発症については、杉並病患者の診察経験

を持つ大谷育夫医師（８１歳）は今年３月、公調委で

「杉並中継所周辺の人たちに多数の健康異常者が発生

し、今なお多くの人が健康異常に悩まされているの

は明白な事・実。東京都はどのような根拠をもって、杉

並病の新たな発生はないなどというのか。実情を知

らない無責任きわまることだ」と証言しています。

大谷医師によると、９７年、９８年の２年間だけでも

中継所周辺の健康被害者発生数は十数人。この観点

から大谷医師は公調委の裁定で９６年９月以降の発症

が認められなかったことを残念がっています。

東京都の「硫化水素原因説」を否定

東京都が２０００年３月、発表した「住民の健康被害
の主な原因は中継所の硫化水素が、住宅内の配管や

道路上の雨水ますから放出したため」との「硫化水
素原因説」については、都自体が２００１年７月、中継
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所周辺の被害住民６人の損害賠償請求に対し「硫化
水素の症状に該当しない」として却下していること
などから、多くの人が疑問を抱いてきました。公調

委はこれについて「硫化水素説」を全面的に否定、
次のように述べています。
「中継所の操業開始から９６年７月中句ごろまでは

未処理の排水に含まれていた硫化水素等が、住宅内
の配管や道路上の雨水ますから放出されたものと確

認できる。だが申請人の症状には硫化水素の毒性だ
けでは説明できないものがあるから、硫化水素だけ
で説明できないものがあるから、硫化水素だけに原

因を限定できないことはいうまでもないＪ

稼動前までの汚染改善はない

注目すべき、もう１点は今年１月、公調委で証言

台に立った東京都側証人の丹後俊郎国立公衆衛生院
疫学部理論疫学室室長（兼附属図書館長）の証言を
評価レ原因裁定文の中で全面的に証言内容を紹
介・採用していることです。
丹後証人はこの証言の中で、先に触れた杉並区の

疫学調査報告書について「杉並病の発症頻度は中継
所の本格稼動から１～３年という比較的長い期間で
みると、中継所の影響が明らかになったと統計的に

言える」と証言しています。丹下証言は東京都が委
嘱した疫学の専門家でさえも巾継所と周辺住民の健
康被害との疫学的因果関係の存在を認めたものです
が、これが原因欽定にまで大きな影響を与えたので
す 。
この裁定で、公調委は９８年５月から９９年５月まで

の症状発現状況は調査時以前１年以上３年未満に比

較すると低下し、９６年以前の状態に戻ったとまでは
いえないものの、統計学的には改善傾向にあること

が詔められる」としている。このことは中継所から
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の有害物質排出か９９年５月までも続いていたことを

認 め た こ と に も な り ま す。

これに関連して注目されるのは、杉並中継所周辺

で突然死が増えていること。申請人の１人、斎藤恵

子さん（６５歳）たち住民が中継所から約５００メートル

以内を対象に中継所の操業開始後これまでの６年間

に死亡者数を調べたところ、約６０人。このうち約３０

人が突然死でした。犬や猫などの動物もかなりの数、

死んでいます。被害者たちは突然死について、さら

に 調 査 す る 考 えで す。

始まった損害賠償請求訴訟提起の準備

被害者側が 今 年 ２ 月 ごろ 、 科 学 者 グル ープ の 研 究

結果を基に行った「プラスチック起源の多種多様な

有害物質が検出され、中継所周辺の大気が異常な状

態にある」との主張については十分な証拠をそろえ

る 時 間 的 な 余 裕 が な か っ た こ と も あ り 、 欽 定 で は

「認めるに足りる証拠はない」との判断を示しまし

た 。

公調委の原因裁定について、自らが重症の杉並病

患者で原因截定申請人の代表を務め、闘病生活の傍

ら科学者グループの一員としての原囚究明作業の末、

（杉並病の原因はプラスチックを起源とすイ）毒性化学

物質」との結果を導いた津・谷裕子工学陣士（７２歳）

は「しっかりした組織をっくる暇もなく駈け続けて

きた原囚截定申請でしたが、被害の病態、プラスチ

ック起源の物質による有機汚染の複雑さ、分析技術

の 応 用 の 仕 方 に つ い て は 多 く の こ と を 学 び ま し た。

公調委の審理闘限には間に合わず、説得力のある説

明ができませんでしたが、時間さえあれば｜一分な科

学的根拠を提出できます」とコメントしました。

津谷博士も今回の原因欽定申請事件び）弁護剛も、

原因截定の内容から今後の立証への意欲を表明して



います。公調委の原因裁定の後、東京都は因果関係

の明らかな被害住民に対する損害賠償制度を新たに

っくる方針を決めましたが、申請人側にはこれに応

じる気配は全くありません。

今後は支援者を含め、被害者と弁護団が運動体制

を立て直し、損害賠償請求截判の提起に向けて新た

なスタートを切ることになるでしょう。訴訟は申請

人のほかに多くの被害者を加えた、より大きな規模

となる見込みで、既に訴訟提起準備のための検討が

始 ま っ て い ま す。

被害者に冷たい都と杉並区

問題なのは公害の被害者を救済すべき東京都や杉

並区がこれまで６年間、被害者救済に力を入れてこな

かったかったこと。杉並区は２０００年４月に東京都か

ら杉並中継所を移管される前頃から中継所が杉並病

の原因物質の発生源であることを認めまいとする態

度を示すようになった。「これを認めれば、健康被害

者に対して補償しなければならなくなる恐れがある」

という危惧からであろう。

杉並中継所周辺の大気汚染状況調査結果について

発表する区の広報紙などにも、決まって「新たな患

者 の 発 生 は な い 」 と い う 趣 旨 の 記 事 を 載 せ て い る。

杉並区の、このような考え方は杉並病の患者への冷

たい対応となって表われている。その代表的なケー

スが４月下旬、杉並保健所を訪れた杉並病患者に対

する職貝の冷たい対応ぶりである。
この患者は中野区鷺宮に住む７０歳代の女性、Ａさ

ん。Ａさんは２０００年に千葉県柏市から鷺宮に転居、

翌２００１年に杉並病が発症した。体の異常は徐々に進

み、同年６月２日、杉並中継所近くのマーケットに

行 っ た 時 か ら 症 状 が 重 く な っ た 。 主 な 症 状 は 頭 痛、

吐き気、めまい、難聴、耳鳴り、口内炎、食欲がな

く、やせる、味覚が内、手足のしびれ、ふくらはぎ

の 痛 み な ど。

Ａさんは４月２６日に体調の悪いなか、杉並保健所

に出向いて病状を詳しく説明、杉並病の原因が究明

されたという同月２１日付け新聞の切抜きを見せた。

これに対し、応対した男性職貝は［この人たち（杉並

病の健康被害者）は前々からいろいろ言っている人た

ちで、保健所としては何ら関係ありません」と言っ

た。病院紹介の頼みに、この職員は北里研究所病院

の所在地と電話番号を教えただけで、受診費用の補

助か杉並区から受けられることも教えなかった。Ａ

さんは「ワラをもっかむ思いで保健所に行ったのに
…」と保健所の冷たい対応ぶりに不満を表明してい

る 。

東京都は中継所の排気などをこれまでに１８回も調

査 して き た が 、 原 因 物 質 と は 無 関 係 な 物 質 だ け を 対

象にしているために調査が原因解明に全く役立って
いない。そればかりか都清掃局は原因に関わる問題

物質を多く含んでいる分析器の磁気記録の検討を不

可能にする措置をとり、公調委の資料提出要求をも

頑強に拒んだ。提出されたのは問題物質が少ない磁

気 記 録 だ け だ っ た。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．１８Φ



発起人からひとこと。。
国民会議発起人
アジア学院校長

田 坂 興 亜 さ ん
「アジア学院校長に就任して」

国民会議の発足にあたり発起人になってくださ
った方々からメッセージを寄せていただいていま

す 。

今回は、国際基督教大学（ＩＣＵ）からアジア学院
へと、新たな活躍の舞台へと踏み出した田坂興亜

さんに投稿していただきました。

ΦＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲｖｏｌ、１８

世 界 各 国 の 農 業 指 導 者 を 育 成 す る

ア ジ ア 学 院

３１年間勤めたＩＣＵを定年前に退職し、この４

月から栃木県西那須野にあるアジア学院の校長

として着任しました。４月１３日に今年度の研修

生の入学式と、私の校長就任式が行われ、ＮＨＫ

が夜１１時近くのニュースでその様子を放映しま

したので、宵っ張りの方は、ご覧になった方も

おられるかもしれません。

今年は、インド、インドネシア、スリランカ、

タイ、ミャンマー、パキスタン、バングラデシ

ュ、フィリピン等のアジア各国から１９名、ワー

ルドサッカーの参加選手たちが大幅に遅れて日

本に到着したために一躍「有名」になった、あ

のカメルーンを含めてアフリカ諸国からは３名、

それに、６名の日木人研修生か入学しました。

これに加えて、過去の研修生の中から、帰国後

良い働きをしている２名が招かれて、ここでの

研修の助手を務めながら自分も学んでいる人が

います。今年度は、パプア・ニューギニアの男

性とネパールの女性かそのような形で来ていま

す。また、１０名内外のボランティアが国内、外

からきて共同の生活をしています。

研修生たちは１２月まで、西那須野のキャンパ
スで、有機農法を基本にした農業、畜産、農村

共同体の形成などの研修を行い、日本が寒い冬

になる１、２月は、フィリピンのネグロス島に

ある農場で、熱帯環境下での仕上げの研修をし

てからそれぞれの故国に帰ってゆきます。

有 機 農 業 を 基 礎 に 社 会 を 作 ろ う

アジア学院は、１９７３年に「共に生きるため

に！」というモットーを掲げて、高見敏弘氏に

よって那須の地に開校され、以来２９年にわたっ

て９００名を超える卒業生をアジア・アフリカの各
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「カネミ油症被害者支援センター」が発足
ダイオキシン食品公害の全体像解明を目指す

西日本一帯で１９６８年に発生し、多数の未認定患者

が放置されているカネミ油症事件について、「止めよ

う！ダイオキシン汚染・関東ネットワーク」や学者

などが６月２９日、「カネミ油症被害者支援センター」

を設立して、設立集会を開きました。

カネミ油症は最初、ＰＣＢが原因物質であると考え

られていましたが、これまでの研究の結果、油症の

最大の原因物質はＰＣＢではなく、ＰＣＢの中にごく微

量含まれているダイオキシン類のポリ塩化デイペン

ソフラン（ＰＣＤＦ）で、それにごく微量のポリ塩化

デイベンソダイオキシン（ＰＣＤＤ）とコプラナー

ＰＣＢの毒性が加わった複合汚染による食中毒である

ことが明らかになっています。カネミ倉庫がＰＣＢを

加熱？一属濃箸ぢ海韻燭燭冠紡仁未ＰＣＤＦと微量の

ＰＣＤＤが発生したとみられています。

事実、カネミ油症の被害者の症状はごみ焼却施設、

化学工場などに勤務した被ばく労働者の症状や近年、

社 会 問 題 に な り 始 め た 化 学 物 質 過 敏 症 、 免 疫 不 全、

環境ホルモン（外因性内分ぴっ撹乱化学物質）によ
る健康被害の状況と似ているところが多いのです。

１９９９年、「止めよう！ダイオキシン汚染・関東ネッ

トワークＪは「カネミ油症被害者が受けたダイオキ

シンによる健康被害の全体像を明らかにすることが、

ダイオキシンによる人体汚染の究明から、さらにダ

イオキシン被害の根絶につながる」と確信、何度も

現地を訪れるなどして未認定の油症被害者掘り起こ

し、自主検診、構成労働省、農水省との交渉などを

進 め て き ま し た。

そ の 結 果 、 国 会 質 問 が 実 現 し 、 こ れ を 受 け て

ＰＣＤＦによる診断、認定基準の見直しを始め、「全国

油症治療研究班」の再編、仮払金返還（後述）の特

例措置の早期実施などを政府に要求する動きが出ま

し た。

２００１年１２月、坂口力厚生労働相（公明党）がこの

ような流れを踏まえて、参議院決算委員会での答弁

の中で油症被害の主要な原因物質がＰＣＤＦであるこ
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とを公式に認め、その観点に立った医療救済に前向

きに取り組んでいくことを表明しました。
これを機に未認定の油症被害者の間に「多くの被

害者のために一緒に取り組みを始めよう」とする動
きが出始め、今では被害のありのままを自らの口で
語る人たちも現われています。
６月２９日の「カネミ油症被害者支援センター」設

立総会では代表世話人に石滞春美、大久保貞利、佐
藤破子の３氏を選任するなどの役員人事を決めまし
た。午後の設立集会では水俣病研究者で、カネミ油
症患者の診察経験を持つ原田正純熊本大学社会福祉
学部教授の記念講演「カネミ油症被害者の現状から
見えてくるもの」と、カネミ油症の認定被害者で
「油症医療恒久救済対策協議会」の矢野忠義、トヨコ
さん夫妻、未認定被害者、長崎県五島列島に住む胎
児性油症被害者などの発言を聞きました。
「支援センター」は一度は国の責任が認容されて

損害賠償金の仮払いを受けたのですが、その後の控
訴審（最高截）で国の責任が退けられ、国が「債権
管理法」を基に仮払金を受領した油症被害者から孫
子の代までの返還を求めている問題にも、取り組む
ことにしています。



ストックホルム条約
第６回政府間交渉参加報告
一主要論点は継続審議し

日本子孫基金滝瀬香織

昨年５月のスウェーデン・ストックホルムでの調

印 式 後 、 初 め て 開 か れ た 今 回 の 政 府 間 交 渉 会 議

（ＩＮＣ６）。条約批准国の拡大と、条約施行後ただち

に実際的な活動に移れるように具体的な手順・方法

を詰めることを主な目的として、６月１７～２１日まで

の ５ 日 間 、 スイ ス の ジュ ネ ーブ で 開 催 さ れ ま し た。

今回話し合われたのは、技術援助や資金問題、新し
いＰＯＰｓの認定方法などの細かい手順などについてで

すが、どの議題も次回ＩＮＣ７までに事務局や各国政

府、ＮＧＯにドラフトや意見を求める、という形で終

結しました。参加者数は１２５カ国以上から４００名ほど

で、条約作成のための最後の交渉会議であった前回

のＩＮＣ５に比べると終始穏やかなムードで行われ、

発言の中にワールドカップの話題を持ち出す政府代

表 も。

前回のレポートにあったとおり、日本は現在、条

約批准に向けて国内調整を進めており、今年８月２６

日から開催される地球サミットまでには条約を批准

する方針でいることを、ＩＮＣ６総会の初日に発言し

ました。また、会議最終日には［］本政府からＰＯＰｓに

関する環境モニタリンダ報告の英語版が参加者全員

に配布され、日本がＰＯＰｓ問題について積極的にとり

くんでいる姿勢が伝わりました。

前回まで活発な活動を行っていたＩＰＥＮ（ＰＯＰｓ廃

絶国際ネットワーク）は、規模は小さくなったもの

の活動を続けており、今回も毎朝ミーティングを開

き、各国地域の取り組みや、政府に何を求めていく

か、などについて話し合いました。

ｋ。 ｋｊ

第６回政府間交渉（ジュ

ｉμ-Å

ゝ
ネ プ）

♂Ｊヴ ー 〃

- - ｊ

～ｔｌｉ

土壌汚染対策法案に対する
環境ＮＧＯ共同声明

「土壌汚 染 対 策 法 案 」 が 今 通 常 国 会 に 上 程 さ れ、

３月末から衆議院で審議が始まりました。

国民会議では、４月３日に『土壌汚染対策法案は

これでよいのか！？ｊと題して衆議院第二議員会館

において国会内緊急討論会を主催しました。

討論会では、土壌汚染問題に詳しい専門家の方々

の他、国会議員、学者、多数の環境ＮＧＯのメンバ
ーから、土壌汚染の深刻さ、法案の問題点が指摘さ

れ ま し た。

その日出席した環境ＮＧＯの呼びかけで、よりよ

い法案作りのため共同して直ちに行動しようとの合

意に達し、その日の内に共同声明の準備にはいりま

した。出席したメンバーが各々所属団体や個人に働

きかけて賛同者を募り、翌４月４日には第１次の共

同 声 明 を 衆 参 両 院 の 環 境 委 員 宛 送 付 す る と と も に、

環境省記者クラブで記者会見を行いました。

その後も賛同団体・個人が増えつづけていました

ので、新たに賛同者を集約しては、衆参両院の環境

委員に面談のうえ共同声明を手渡し、法案の問題点、

提 案 を 説 明 して ま わ り ま し た。

共 同 声 明 へ の 賛 同 者 は 、 ５ 月 ７ 日 の 集 約 ま で に、

団体４０、個人１１４人となりました。

残念ながら法案は原案通り可決されるに至りまし

たが、環境ＮＧＯが共同して働きかけたことで

参考人の選定や、質問事項、附帯決議の内容によい

影響を与えることができました

今回、短期間に全国の環境ＮＧＯと個人が多数共

同できたことは画期的だったと思います。このネッ

トワークを今後有効にいかしていきたいと考えてい

ま す。

（共同声明の内容、賛同者は、国民会議ホームページ

上。でご覧になれます。）
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二巡回

８月１７日は）～２３日（金）連日朝１０時より１回上映

下高井戸シネマ（京王線下高井戸駅前）ＴＥＬ０３-３３２８-ｊ００８
前売鑑賞券発売中９００円均一（小学生以上）

当日：一般・学生□○○円、子ども・シニア１０００円

ニュースレターロ号をお送りした際に「環境市民ひろば」で使用する印刷
機購入資金のカンパをお願いしましたところ、国民会議会員の皆様はじめ「ひ
ろば」を利用している５団体の関係者の方々からたくさんのカンパをいただき
ました。
おかけさまで、目標の３０数万円を達成し、／月１日現在でＺ９名（団体を含む）

の方々から５９３、４ＺＯ円をお寄せいただいております。
余分の金額は、ご好意に沿うよう印刷機の維持管理費などに有効に使わせて
いただきます。

回 ’ ・ ｌ ｊ ． Ｉ ・ “

有害化学物質削減ネットワーク連続

学習会「ＰＲＴＲの最新動向②経済産業
省 に 聞 く 」 経 済 産 業 省 の 担 当 者 か ら
ＰＲＴＲ制度について話を伺います。
・日時：２００２年８月１０日（土）

旧：３０～ＩＺ：００
・会場：エポック１０の多目的ホール

（池袋駅西口駅前池袋西ロメ
トロポリタンプラザ１０階）
・参加費：５００円。事前申し込みは不

要。詳細：http://www.ｌｏｘｗｏｔｃＨ.net/

圖 、 。 。 -

国民会議ニュースレター口号の５ペ
ー ジ、 「 日 本 政 府 ス ト ッ ク ホ ル ム 条

約批准に向けてＪのシンポジウム質疑
応答の質問⑦の回答者は環境省の吉海

氏ではなく、経済産業省の野中氏でし
た。お詫びとともに訂正いたします。

ダイオキシン
国民会議

環境ホルモン対策
提言と実行

ニ ュ ー ス レ タ ー 第 １ ８ 号

２００２年フ月発行

発 行 所
ダイ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 対 策
国 民 会 議 事 務 局
〒１７０-０００４
東京都．ｅ１島区北人塚２-２９-５

大塚ダイカンプラザＩＦ
環境市民ひろば

ＴＥＬ０３-５９０７，１４１１

Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ - ５ ９ ０ ７ - １ ４ １ ２ 」

編集協力・レイアウト
㈲稔合工房キャップ

編集後記広報委員会委員長佐和洋亮

一 脱 「 脱 ダ ム 宣 言 」 の 国 -

環境問題に関わる弁護士の「ダム現地
調査」に参加して、６月下旬、群馬・栃
木両県のダムとその計画地４ケ所を廻っ
た 。
中 で も 、 日 光 連 山 の 南 麓 、 大 芦 川 の

「東大芦川ダム」予定地には、数年前、清
流のほとりに、離れを「貸別荘」にして
いる農家があり、友人の奥さん（教師）
が夏休みに子ども達のため、その離れで
勉強合宿をした場所で、私にも見覚えの
ある土地だった。しかし、その離れと母
屋 は 、 取 り 壊 さ れ て 更 地 に な っ て い た。
ダム賛成派で、補償金を貰って転居され
た そ う だ。
山間の谷川でしかないこのような川が、

何故「ダム」なのか。その理由は、ただ
一つ。山が両側から迫り出していて、ダ

ムを造り易い地形だからだ。
ダムの目的とされる「利水」は、不況

による工業用水の減少や人口減から、将
来的に今以上の貯水量の必要はないとも
言われている（バブル期でも水不足はな
かった）。また、今一つのダムの目的とさ
れるＦ治水」も、ダムが有効に水害を防
ぐことは検証されておらず、逆に、洪水
の時、「放水」によるダム水害を起こした
例もあり、ヨーロッパなどでは、氾濫原
を復活して、自然のままの河川と共存す
ることや、「緑のダム」を造る方向にある。
そ して 、 何 よ り も 、 ダム は 自 然 の 川 や
人々の生活を、ほば永久的に壊減させる。・

全国の河川の本流、支流Ｅこ合わせて約
３１００以上のダムがあり、なおも、５００以
上 の ダム の 計 画 が あ る 。 そ れ は 何 故 か。
中央の省庁を束ねた「水資源開発公団」
が、ダム建設そのものを目的に作られて
おり、ダム造りを止めたら、この官庁自Ｉ
体は存立の必要がなくなり、また、ダムＪ
という公共工事に関わっている国や地方
の議員や業者が、「特需」を失うから。ま
さに、際限な＜、ダムを造り続けるシス
テムができているのだ。
最後に、昨年２月、前長野県知事の掲

げたＦ脱ダム宣言」の抜粋を載せさせて
戴 く。
「数百億円を投じて建設されるコンクリー
トのダムは、看過し得ぬ負荷を地球環境
へと与えてしまう。更には何れ造り替え
ねばならず、その間に夥しい分量の堆砂
を、此又数十億円を用いて処理する事態
も 生 じ る。
縦しんば、河川修復費用がダム建設よ

り多額になろうとしても、１００年、２００年
先 の 我 々 の 子 孫 に 残 す 資 産 と して の 河
川・湖沼の価値を重視したい。長期的な
視点に立てば、日本の背骨に位置し、数
多の水源を擁する長野県に於いては出来
得る限り、コンクリートのダムを造るべ
きではない。
就任以来、幾つかのダム計画の詳細を詳
らかに知る中で、斯くなる考えを抱くに
至った。これは田中県政の基本理念であ
る。Ｆ長野モデルＪとして確立し、全国に
発信したい。」
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